
プレスリリース 

 

市民サミット 2008 国際ラウンドテーブル                   2008 年 6 月 19 日 

「Global Voices to End Poverty：世界市民の声～貧困をなくすために」  

開催のご案内 

 

G8サミットに対する市民社会のオルタナティブな意見を発信することを目的とした「市民サミット2008」において、

貧困・開発ユニットは、7 月 7 日（月）札幌コンベンションセンターにて、国際ラウンドテーブル「Global Voices to End 

Poverty：世界市民の声～貧困をなくすために」を開催いたします。 

世界各国の市民社会の活動家を本会議に招き、G8 諸国はどのような責任を果たすべきなのか、そして世界の

貧困を終わらせるために何をすべきなのか、市民社会の立場からラウンドテーブル形式（30 名規模）で議論します。

ディスカッション１では「G8 の責任とミレニアム開発目標（MDGｓ）」、ディスカッション２では「新たなる課題と市民社

会の役割」について議論し、今後のさらなる市民社会の連帯を強化していくため、共同で「貧困をなくすための札

幌宣言（仮）」を採択し、洞爺湖へ集結する G8 首脳に対するメッセージを札幌から発信していきます。 

 

記 

市民サミット 2008 国際ラウンドテーブル 

「Global Voices to End Poverty：世界市民の声～貧困をなくすために」 

主催： 2008 年Ｇ８サミットＮＧＯフォーラム 貧困・開発ユニット 

協力：結核予防会（予定） 

日時：2008 年 7 月 7 日（月）10 時～13 時 

会場：札幌コンベンションセンター 特別会議場 

定員：300 名 （日英同時通訳付き、入場無料・申込不要） 

 

＜ラウンドテーブル参加者：約３０名＞＊調整中につき変更の可能性あり 

【共同議長】 

熊岡路矢（2008 年Ｇ８サミットＮＧＯフォーラム監事、日本国際ボランティアセンター：ＪＶＣ） 

秦辰也（2008 年Ｇ８サミットＮＧＯフォーラム監事、シャンティ国際ボランティアセンター：ＳＶＡ) 

【ディスカッサント】 

ノエリン・カレーバ（エイズ支援機構（ＴＡＳO), アクションエイド・インターナショナル/ウガンダ）、シュクリア・バラクザイ（アフガニス

タン国会議員）、グスタブ・アッサー（市民版アフリカ委員会委員長/ベナン）、ボビー・ジョン（グローバル・ヘルス・アドボケイツ/イ

ンド）、エルス・クラゴルム（プラン・ケニア）、アニル・クマル・シン（SANSAD/インド）、ヌル・アマリア（ケマラ財団/インドネシア）、

サラ・パテリーニ（CESTAS/イタリア）、ミナー・ピンプル（国連ミレニアムキャンペーン）、カテリン・ジボワン（世界の医療団）、ヒュ

ーゴ・ロブソン（シェフィールド大学教授/英国）、岩附由香（2008 年 G8 サミット NGO フォーラム貧困開発ユニットサブリーダー

/ACE）、三宅隆史 （教育協力 NGO ネットワーク（JNNE））、田中徹二（オルタモンド）、プリュン・エフテル（世界の医療団）、相澤

久道（久留米大学医学部教授）、山下武子（結核予防会）、白須紀子（日本リザルツ）、ほか 

【会議場外にて、肺年齢測定体験会（～15 時）も開催いたします。ぜひご体験ください】 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 

貧困・開発ユニット事務局 高木晶弘 

〒169-0051 東京都新宿区西早稲田 2-3-18 アバコビル 5F（特活）国際協力 NGO センター(JANIC) 内 

Tel: 03-5292-2911 FAX: 03-5292-2912 


